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日本の国際交流史の画期を設定するにあたって、そのひとつに9世紀をあげることは、おおか
たの承認がえられるのではなかろうか。 そこでの画期性とは、つぎのようなものであるO
8世紀ごろまでの日本の国際交流史において、それを担った主役は、日本から大陸に向けて派
遣される遣新羅使・遣湖海使・遣唐使や、逆に大陸から日本に派遣されてくる新羅使・激海使・
唐使などの王権問でやりとりされる外交使節団であったと概括できるO そして、このような外交
使節団たちが主軸を担う国際交流においては、その派遣回数や担い手の階層・員数などがかなり
限定的であったため、国際交流の頻度やチャンネルもごく限られたものであったと考えられるO
ところが、9世紀になると、それまで国際交流の主役であった種々の外交使節団が、日本から
大陸に派遣されるもの、および大陸から日本に送られてくるものともにほぼ途絶してしまった。
しかし、そのいっぽうで、新たに新羅海商・唐海商など、の貿易商人たちが頻繁に日本に来航する
ようになり、国際交易が拡大していった。 そして、彼らの貿易船に便乗して日本の官人・僧侶な
どが渡海するという、日本人の新しい人流パターンも形成された。 このように、9世紀以降の日
本の国際交流史においては、新たな交流のチャンネルが形成されることにより、交流の頻度やそ
れに関わる階層・員数も拡大していったのである(l)O
以上のような点から、9世紀は日本の国際交流史上の重要な画期のひとつと考えられる[石上
1984 : pp.277-283、李1997 : pp.159・170、山内2008a・2011aJ 0 そして、この9世紀の変化を基盤とし
て、10世紀末以降、いわゆる「日宋貿易」が発展していく[森1948、榎本2002・2009・2010a・2010c、
Enomoto 2003、山内2003 : pp.127・263・2008a・2008bJ。 本稿では、9世紀から12世紀ごろにかけ
て、日本列島と大陸の聞の海域を往来した、「帰化J2l新羅人、新羅「海賊」、新羅・唐・宋海商
などのヒトの動きをおもな素材として、日本とアジアとの歴史的なつながりを瞥見してみたい。
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海を渡る新羅人た
ち
9世紀の日本の国際交流史において、新たなヒトの動きとしてまず注目されるのが、「帰化」
や「海賊」なと、のかたちで海を渡って日本にやってくる新羅の人びとの姿であるO
( 1) ï帰化」と「海賊」
①「帰化」する新羅人
810年代から20年代にかけて、たとえば813(弘仁4 )年の110人、816 (同4 )年の180人、翌
817 (同8 )年の144人など、新羅人の集団的「帰化」が連続する状況がみられる[佐伯1 970 : p. 
292J口 このような動きをうけて、日本の朝廷はその人びとを美濃・遠江・駿河・陸奥などへ安置
したが、当時それらの地域は未開墾地も多く存在する農業生産にとってあまり有利な土地ではな
かったと考えられるO また、当該時期は飢鐘の発生がしばしば記録されている時期であり、この
点でも日本への定住には困難がともなったであろうo 820 (弘仁11)年には、遠江・駿河に配置
された新羅人700人が反乱をおこし、それに対して朝廷が軍を動員して鎮圧するという事態が勃
発するがcr日本紀略』弘仁1 1年2月13日条)、この事件はおそらくそのような困難な生活状況を主
要な背景としていると考えられる[佐伯1 970 : p.295J。 この反乱事件ののち、824(天長元)年に
は、新羅人の安置に関する法制整備がおこなわれているcr日本三代実録』貞観1 2年2月20 日条)。
ところが、842(承和9)年には、貿易のための一時滞在は認めるものの、帰化を全面的に禁止
する、という対新羅外交方針のおおきな転換がおこなわれcr続日本後紀』承和9年8月丙子日条、
『類緊三代格』巻18・夷倖・外蕃人事・同日付「応放還入境新羅人事」官符)、この時点で9世紀初頭、
以降続いていた新羅の人びとの「帰化」の波がひとまず終息する(3)。 なお、おそらく大宰府・博
多周辺に集団居留していた新羅人たちのなかには、こののちも貿易(場合によっては海賊)など
で来航する新羅人たちとの接点を維持していた人びとがいたことが推定される[鄭淳一2010J。
また、このような新羅の人びとの海を渡る「帰化」の流れとしてもうひとつ忘れてはならない
のが、中国大陸へ向かう流れであり、数量的にはむしろ、日本への流れよりも、こちらの流れの
ほうがおおきかったものと推測されるO たとえば、816(元和11)年には、飢鐘のために170人の
新羅の人びとが食糧を求めて漸江地域にやってきたという記録がみえるcr旧唐書』巻1 99上・新
羅伝)。 このような中国大陸に向かう新羅の人びとの流れは、山東半島から長江河口域にかけて
の地域を中心に広範に居留する「在唐新羅人」たちを生みだしていったか1)
②新羅「海賊」の来窓
9世紀後半になると、 日本の史籍に「新羅海賊J r新羅賊」の来窓事件が記録されるようにな
るO とくに、869(貞観11)年5月におこった博多津で豊後国の年貢絹綿が新羅海賊に奪われた
事件cr日本三代実録』貞観1 1年6月15日条) は、当時の支配層におおきな衝撃をあたえた。 さら
に、9世紀末の893・894 (寛平5 ・6 )年にも海賊記事が集中しているcr日本紀略』寛平5年5
月1 1 日・閏5月3 日・6月 2 日、 6年2月22日・3月13日・4月14日・5月 7 日・9月5 日・1 0月6 日
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なお、このような9世紀後半の「新羅海賊」「新羅賊」と呼ばれる集団は、ともすれば当時の  
朝鮮半島の住民である「新羅人」たちのみによって構成されていたと考えられがちである。しか  
し、894年に対馬島を襲った大規模な海賊集団には、「大唐」の人が含まれていた（『扶桑略記』寛  
平6年9月5日条）。この事例からもわかるように、「海賊」として海を渡る人びとの動きは、たん  
に朝鮮半島と日本列島の間で完結するものではなく、朝鮮半島と中国大陸との問の人びとの移動・  
交流をも含んだ、より広範な人流の一環であったのである。さらに、後代の「倭蓮」などの状況  
を勘案すれば、「新羅海賊」と呼ばれる集団のなかに日本の人びとが含まれていた可能性も否定  
できない［山内2003：pp．109－117］。  
③「帰化」「海賊」の背景   
これまでみてきたような、新羅の人びとの「帰化」や「海賊」の背景としては、従来っぎのよ  
うな歴史状況が指摘されている［佐伯1970：p．294、北村1982：pp．51－53、李1997：pp．177－180、濱田2  
002：pp．277－280など］。   
ひとっは、9世紀当時の新羅が、後世の史家から「下代」（780年：宣徳王即位～935年：滅亡）  
と呼ばれる、反乱が続発した下り坂の時代であったという点である。この時代の反乱は、はじめ  
王位をめぐって王京を中心に引き起こされたものが中心であったが、のちには地方豪族を中心と  
する国家支配への抵抗や民衆蜂起が全国的に頻発し、後三国の鼎立へと向かっていった。このよ  
うな政治的混乱状況のなかで、「帰化」や「海賊」の道を選択して海を越えた新羅の人びとが数  
多く生まれたと考えられている。   
さらに、9世紀の朝鮮半島地域における天候不順と、それにより引き起こされた飢饉の広域化・  
長期化という歴史状況も、「帰化」や「海賊」の背景としてしばしば指摘されてきた。そしても  
ちろん、このような飢饉の状況と上述の政治的混乱状況とは、絡まりあいながら展開していった  
のである（5）。この点については、たとえば、『三国史記』巻10・新羅本紀10・憲徳王7（815）年  
8月条の「西辺の州郡、大いに飢え、盗賊蜂起す。軍を出して之を討平す」という記録や、同11  
（819）年3月条の「草城遍く起こる。諸州郡の都督・太守に命じて之を捕捉せしむ」という記  
録などからもみてとれるであろう。そして、これらの憲徳王代の記録がまさに、日本の史籍中に  
「帰化」する新羅の人びとの記録が頻出している時期のものであることは、注目される。   
以上のような従来の指摘に加えて、もうひとっ注目したい歴史的背景がある。それは、9世紀  
における気候変動の問題である。近年、日本史研究においても環境問題に関心が集まっている。  
そして、その一環として、長期的な気候の変化と人間の歴史との関わりあいがさまざまに検証さ  
れてきている［吉野2006・2011、田家2010など］。   
9世紀の日本・朝鮮・中国史料を見渡すと、そこには共通して数多くの飢饉や反乱につながる  
天候不順の記録がみえる［濱田：pp．277－278など］。とすれば、日本に向かう「帰化」新羅人や新  
羅「海賊」の流れが生まれた、より広域的な要因として、9世紀における気候変動を考えること  
はできないであろうか。   
気候変動に関する近年の研究をみていくと、世界各地のいくつかのデータにおいて、8世紀後  
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半ごろから徐々に温暖化傾向が進むなかで、9世紀に突然、一時的に寒冷化に転じる、いわゆる
「寒の戻り」現象がみてとれるく図1，....，4>。もちろん、このような気候の変動は地域によって
かなりばらつきがあるであろうし(6kそれぞれの研究自体の手法・精度なども問題となってこよ
う。しかし、もし9世紀の東アジア(日本・朝鮮半島・中国大陸)地域において、一時的ではあ
れ、「寒の戻り」というような急激な平均気温の低下があったとしたら、東アジアの広い範囲で、
天候不順→飢鐘→政治混乱(群盗・民衆蜂起・反乱など)という歴史事象の連鎖が共通して生起
したとしても不思議ではなし1。新羅の人びとの「帰化」や 「海賊」の背景のひとつとして、気候
的な要因は十分考慮に値するのではなかろうか。
(2 )新羅海商の来航
81 0年代以降、日本の史料のなかに新羅海商の来航が記録されるようになる。彼らは史料中で
は「新羅人J I新羅商人」などと呼ばれているが、その実態は在唐新羅人が中心で、あったと推測
されるO こののち、新羅海商たちによる貿易の進展にともなって、日本の人びとが不当な高値で
争って輸入品を購入するというような貿易過熱状況が生まれた。831 (天長8)年、日本の朝廷
はそのような状況に対して制限を加え、交易管理を徹底させる方策をとった(�類衆三代格』巻18・
天長8年9月7日付「応検領新羅人交関物事」官符)(7)。
ところが、先述のように、842(承和9)年には、新羅人の「帰化」が全面禁止され、貿易で
の一時滞在のみが許されるという、対新羅外交方針のおおきな転換があった。そして、この政策
転換をさかいに、日本史料から「新羅商人」の記録が消えていき、そのいっぽうで唐海商の記録
が増加してくるO このような史料状況は一見、対日貿易から新羅海商たちが退場し、かわって唐
海商たちがその貿易を独占したかのように理解できる。しかし、実態はそうではなく、9世紀初
頭以降、新羅海商たちの貿易は唐海商たちとの協業のかたちでおこなわれており、そのかたちは
842年以後も維持されていたと考えられる[榎本2007b、田中史生2007Jo たとえば、『日本三代実
録』貞観12(870)年2月12日条に「新羅の商船、時々彼(大宰府)に到るO たとい事を買販に
託すも、来たらば侵暴を為す」などとみえるように、842年の政策転換からかなり時日が経過し
ても、新羅海商は確実に来航しているのであるO ただ、「新羅商人」という呼称が史料からみえ
なくなる要因が、日本朝廷による842年の政策転換にあったことは、 ほぼまちがいないであろうO
先述のように、842年の「帰化」の全面禁止以後の史料に、おそらく博多・大宰府周辺に居留・
居住すると思われる新羅人たちの記録がみえるO それはたとえば、『日本三代実録』貞観12(870) 
年2月20日条で、「久しく交関を事とし、此の地(大宰府管内)に僑寄す」とされたり、「従来管
内に居住する者、亦復た数有り」とされる新羅人たちであるo この記録ではさらに、それらの新
羅人たちが 「外は帰化に似たるも、内には造謀を懐くO 若し来侵有らば、必ずや内応を為さん」
と、日本朝廷から強い清疑心をもってみられているo このことから、842年の「帰化」の全面禁
止以後も、日本国内に居留・居住する新羅人たちは大陸から来航する新羅人とのつながりを維持
しており、そこから生じる不測の事態を日本朝廷が強く警戒していたことがわかるO 上引の 『日
本三代実録』貞観12年2月12日条で、ときどき大宰府に来航するとされている新羅商船はまさに、
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そのような日本国内の新羅人と国外の新羅人とのつながりを媒介するチャンネルであったと考え
られる。 9世紀後半に記録されている新羅人と日本人との通謀事件や、日本人の一部もふかく関
わっていたと推測される「新羅海賊」事件など[山内2003 : pp.117・122J はおそらく、このような
国内外の新羅人と日本人との人流がクロスするところで生起したできごとであろうO
2 中国商人の海域進出と博多の中国人居留区
本章では、商人(海商)を中心とする中国の人びとの海域における移動を検討してみたい。 そ
して、その考察において焦点となるのは、それらの人びとの海域移動において日本側のもっとも
重要な結節点であった港市博多である。
( 1 )中国商人と海外貿易
中国の人びとの海域移動の歴史を通時的にながめると、ここでもやはり9世紀がおおきな画期
のひとつであることに気づくO その画期性とは、以下のようなものであるO
9世紀以前においても、中国と東南アジア・インド・西アジアなどの西方諸地域との聞には、
海上貿易を通じたつながりがあった。 ただ、その海上貿易を担ったのはおもに、それら西方諸地
域から中国に来航する商人たちであり、中国商人が積極的に海外貿易に乗りだしていく動きはあ
まりみられない。 ところが、唐末の9世紀頃になると、中国商人たちの海外貿易への進出が俄然、
積極化・本格化していく[榎本2008bJ。 このような中国海商たちの海外貿易への進出開始期の様
相は、不思議なことに中国の諸史料にはほとんど記されていない。 しかし、幸いにもその様相の
一端は、同時期の日本史料のなかに記録されているO
そのような日本史料として、たとえば、『日本紀略』弘仁10(819)年6月16日条・『入唐求法
巡礼行記』開成4 (839)年l月8日条などには、810年代において、新羅商船に便乗して来日し
た唐人や、商売の途中で日本に漂着した唐人の記録などがみえる。 これらの史料から、中国商人
の海外貿易への進出は9世紀初頭ごろには開始されており、アジア東方の黄海・東シナ海域にお
けるその初期状況は、新羅海商との協業という形態をとっていたと推測される[榎本2007b : pp.8 
7・88J。 ついで、840年代ごろになると、先述のように日本史料のなかから新羅商人の記録が消え
ていくいっぽうで\「唐人J I唐商人J I唐商客」などの記録が増加することから、中国商人の貿
易のいっそうの発展が推測される[田中史生2006、 山崎2010J。 こののち、885(仁和元)年・903
(延喜3 )年などに、大宰府(外港は博多)における貿易過熱を牽制・統制する旨の日本朝廷の
命令がみえるほどに(�日本三代実録』仁和元年10月20日条、『類緊三代格」巻19・禁制事・延喜3年
8月1日付「応禁遁諸使越関私買唐物事」官符)、貿易が活性化していった。
くだって10世紀後半になると、唐滅亡後の中国の分裂を宋王朝が統一し、その王朝のもとで商
業流通が飛躍的に発展するO そして、この国内流通のおおきな発展をうけて、海外貿易が以前よ
りもいっそう活発化していく。 このような歴史状況のもとで展開されたのが「日宋貿易」である。
ただし、宋代の海外貿易の幹線は東南アジア方面との貿易にあり、東方の日本との貿易は、それ
専修大学東アジア世界史研究センタ一年報 第6号2012年3月< 115 > 
に比べるとあくまでも支線にしか過ぎなかった(8)0
こののち宋代を通じて、東は日本列島から西は東南アジア地域にかけての広大な海域における
貿易で、中国海商たちの優位が確立した。 そして、このような中国海商たちの海外貿易の発展の
なかで、中国海商自身あるいはその貿易船に便乗したさまざまな階層・職種の中国の人びとを中
心として、東南アジア・朝鮮・日本など渡航先の各地で中国人居留地が形成された[和田1959・
1961・1982、斯波1992・1995 : pp.24同旬、榎本2008b、深見2008、山内2003 : pp.210-213J。
以上のように、アジアにおける海上貿易の展開を通時的に概観したとき、9世紀という時期は
まさに、中国商人の海外貿易への本格的な進出の開始時期として重要な転換点であり、なおかっ
そのような中国商人たちの動きが10世紀以後のアジアにおける海上貿易の大発展の出発点・基盤
ともなっているといってよいであろう[桃木他編2008 : p.l5、山崎2010J。
(2 )博多の中国人居留区
10世紀初頭の唐王朝の滅亡にともない、それ以前から派遣間隔がかなり間遠になっていた日本
の遣唐使も自然消滅してしまった[石井2011J0 この遣唐使の消滅という事態により、これ以後
の平安期の国際交流史はどうしても閉鎖的イメージでとらえられがちだが、実際には中国海商の
頻繁な来航・貿易がみられ、日宋貿易が発展してしぺO そしてその貿易を通じて、11世紀後半~
13世紀ごろの博多に中国人居留区が形成されたのであるO
博多は、大陸との貿易の拠点としてさまざまな有利な条件を兼ね備えていた。 それはたとえば、
大陸との位置関係・距離、風波を避けるのに都合のよい博多湾の地形、大消費地である畿内と直
結する瀬戸内海交通とのリンクなどであり、これらの条件を兼ね備えた博多湾岸地域は、後漢と
交流をもった奴国の故地と推定されるなど、平安期をはるかにさかのぼる時代から国際交流の重
要な拠点となっていた[小林他編1998 : p.140、久住2007J。 そして、9世紀以降の新羅・唐海商の
来航・貿易の時期になると、博多は海商たちがそこに来航し、日本朝廷による貿易管理をうける
べき港と認識されるようになり[山内2003 : pp.198同199J、日本国内における最大の貿易都市とし
て特異な発展をとげる[川添編1988、大庭2009b、大庭他編2008、ノて一トン2001、Batten 2006J。
①大宰府鴻臆館
7世紀後半、日本(倭国)の朝廷により博多に対外公館が設置された。 この施設は、遣外使節
の発着拠点や大陸からの外交使節の迎賓館などの用途に利用されたと考えられ、当初は「筑紫館」
と呼ばれていたが、9世紀前半に中国風に「鴻臆館J(以下、本稿ではこの呼称を使用する)に
改称されたと推定されている。 しかし、先述のように9世紀以降、大陸諸国との聞の外交使節の
交換が途絶するいっぽうで、新羅・唐の民間海商が頻繁に来航して貿易をおこなうようになると、
この施設は海商たちがそこに収容され、貿易を管理される拠点として利用されるようになった。
この鴻臆館については、残念ながら文献の記録がほとんど残されていなし1。 しかし、おもに考
古学的な調査により、現在の福岡市中央区平和台球場跡地一帯に存在したことが確認されている
く図6 >。 その遺跡は1987以来継続的に発掘調査がおこなわれ、文献史料からはほとんどうかが
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いしることのできない具体的な姿がしだいに明らかになってきている[大庭2005・2006・2009a、
古代の博多展実行委員会編2007、渡遺2010bJ。
その発掘成果によると、鴻臆館は東西に走る堀(谷)で隔てられた南北ふたつの建物群によっ
て構成されていた。 遺構としては、第I期(7世紀後半)・第H期(8世紀前半)・第E期(8世
紀後半'""9世紀前半)の3期の建物跡が確認され、さらに建物跡は確認されないものの、おおく
の遺物の出土から第町(9世紀後半'""10世紀前半)・第V期(10世紀後半'""11世紀前半)も施設
が利用されていたことがわかってきた。
この鴻腫館が、平安前期に来航した新羅・唐海商たちの貿易拠点として使用されていたことは、
そこから出土する越州窯系青磁片をはじめとする大量の貿易関連遺物によって立証されるO その
施設はまさに、 日本の朝廷によって管理された、海商たちの滞在 ・貿易の現場であったのであるO
ところが、鴻瞳館遺跡の発掘が進んだ結果、11世紀半ばごろ以降の土層からはほとんど遺物が
出土しなくなることがわかってきた。 そして、この調査結果から、鴻臆館は11世紀半ばに廃絶し
たと考えられるようになった。 その廃絶の理由は、文献史料にも記載がなく、現時点、で、は確実な
ことは不明とするしかなし1。 ただ、『扶桑略記J r百錬抄』などの歴史書の永承2 (1047)年11月
の記録に、中国海商の宿坊の火災(放火)記事がみえることと、ほぼ同時期と考えられる焼土層
がみられることから、このときの火災がおもな原因ではないかという推測もなされているO
このように、考古学データからは11世紀半ばごろにおける鴻臆館の廃絶が判明する。 しかし、
そのいっぽうで、文献史料では中国海商の博多への来航とそこでの貿易はその時期以降も多数記
録されている[山内2003 : pp.l42-147J。 では、鴻臆館が廃絶した11世紀後半以降、来航する中国
海商たちの滞在・貿易拠点はどこに存在したのであろうか。
②中国人居留区の形成
そこで注目されるのが、鴻腫館遺跡の東2 '-' 3 kmのJR博多駅北西側一帯に存在する「博多
遺跡群」と呼ばれる遺跡であるく図6 >。 この遺跡群の発掘調査は、1977年、福岡市営地下鉄の
建設を契機として福岡市教育委員会によって開始された。 そしてその後も、周辺の都市開発の進
展にともなって継続的に発掘調査が実施され、現在までに180次を超えている[大庭1999・2001・
2006・2009b、 大庭他編2008、田上2006、佐伯2010J。
この遺跡群の最大の特徴は、11世紀後半以後の遺構から、膨大な量の中国陶磁片が発見される
ことであるO その出土量は圏内最多で、どの遺跡と比べても桁違いの量であるO このような中国
陶磁の出土状況は、先述のように鴻瞳館遺跡から中国陶磁などの遺物の出土が11世紀半ばごろに
途絶える状況と、まさに対照的であるO このことから、11世紀半ばごろに、中国海商たちの滞在 ・
貿易拠点が鴻臆館から博多遺跡群の区域へ移動したことが推定できる。
この桁違いに膨大な量の中国陶磁の出土という特徴以外にも、博多遺跡群は圏内の他の遺跡に
はほとんどみられない、貿易拠点とするにふさわしい以下のような特徴をもっている(9)。
a)出土陶磁器片全体に占める輸入陶磁器片のきわめて高い割合
b)コンテナとしての大型容器(護・木箱・結桶など)
c)中国陶磁の一括廃棄遺構
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d）器の底部（高台内）に人名・「綱」字などを墨書された中国陶磁片   
e）不完全な商品と考えられる中国陶磁（蓋と身がくっついたままの合子、重ね焼きされたま  
まの碗など）   
f）中国風の日用品・生活用品（灯火器・盃・人形・香炉・水差などの中国陶磁）   
もちろん、博多遺跡群以外の国内遺跡においても、これらの特徴の1・2がみられることばあ  
る。しかし、それらすべての特徴を兼ね備えているのは博多遺跡群だけであり、このような考古  
学的データこそがまさに、博多遺跡群が国内最大・最重要の中国海商たちの滞在・交易拠点であっ  
たことを、明確に物語っている。   
いっぽう文献史料を検索していくと、滋賀県西教寺所蔵『両巻疏知礼記』上、『教訓抄』巻8・  
琵琶などの文献史料に、11世紀末～12世紀ごろの博多に「唐坊」「唐房」などと呼ばれる区域・  
施設が存在したことが記録されている［山内2003・2010、Yamauchi2010、榎本2005、渡遁2006・2  
009a・2009b］。この名称は、「唐」＝唐人＝中国人、「坊」「房」＝街の一角あるいは施設を意味  
すると推定される。そうすると、「唐坊」「唐房」とはまさに、博多における中国人居留区をさし  
ていると考えてよいであろう。現在発見されている事例はわずかとはいえ、このようにすくなく  
とも11世紀後半～12世紀の博多に中国人居留区が存在したことが文献史料からみえてくるのであ  
る。そして、この「唐坊」「唐房」が存在した場所はまさに、上述の考古学データでとらえられ  
ている博多遺跡群の区域であり、その区域こそがおそらく、11世紀半ば以降、鴻膿館にかわって  
中国海商やその関係者である中国人たちのはぼ唯一の恒常的な滞在・貿易拠点であったのであ  
る（10）。なお、博多遺跡群における「唐坊」のより具体的な位置については、遺跡群西側の櫛田神  
社から冷泉公園の東側一帯が、もっとも有力視されている［大庭他編2008：p．33］＜図6＞。  
③中国人居留区の内情   
この中国人居留区「唐坊」「唐房」の内部．の状況については、文献史料が極端に乏しく、ほと  
んど具体的な状況がわからない。しかし、残されたかすかな記録から、つぎのようないくつかの  
状況を推測することができる［林1998、山内2003：pp．230－244、大庭他編2008：pp．74－78］。   
たとえば、すくなくとも11世紀後半～12世紀半ばごろの「唐坊」が、大牢府の管理のもとにあっ  
たことが推測される。12世紀後半ごろ以降になると、関連史料の欠落により、大軍府との関係が  
みえにくくなる。しかし、ごく最近の研究では、その時期においても依然として、唐坊およびそ  
こを拠点とする中国海商たちと大牢府権力との問に、従来とはややかたちを変えながらも密接な  
関係があったことが推定されている［渡過2010a：p，248］。   
また、この日本の公権力との関係という点に関して、「唐坊」が存在した時期を含む、9～13  
世紀ごろの史料には、博多・大軍府一帯で活動していた「通事」の肩書きを名のる中国海商・中  
国人の事例がいくつかみられる。それらの事例のうちで、9世紀の「大唐通事」張友信の事例  
（『日本三代実録』貞観6年8月13日条）は明らかに大事府より任命された公的役職である。また、  
12世紀末の李宇の事例（『日吉山王利生記』第7）では「博多津前通事」と記されており、通事  
の肩書きが、代々継承されるものであったことが推測される。この「通事」とは、博多の中国人  
コミュニティーのまとめ役であり、同時に日本側の官庁などとの仲介・調整役であった可能性が   
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考えられる[山内2003 : p.260J。
博多に来航した中国海商や船員たちは、貿易を完了して帰国するまでに、一般に半年~数年間
そこに滞在した。そしてこの期間に、日本人女性との聞に子供をもうける場合もあった。11世紀
前半以降の史料には、日本人女性と婚姻関係をもち、その聞に生まれた二世が父親とともに日宋
貿易に従事していた事例がいくつかみられるω。
これらのほか、12""13世紀ごろの史料には、「博多綱首」と呼ばれる中国海商たちの事例がみ
えるO 彼らは博多に貿易拠点をおく有力な中国海商であり、日本の有力寺社や官人・貴族などと
さまざまなかたちで関係を結び、それらの権力者の保護のもとに円滑な貿易をおこなうとともに、
権力者が出資する貿易の請負業務をおこなっていたと考えられる[林1998、渡港2010aJ。
また、綱首たちのなかには、貿易で蓄えた財力によって、博多に聖福寺・承天寺などの寺院を
建立するいっぽうで、本国の寺院へもさまざまに寄進をおこなう人びとがいた。このように、
「博多綱首」をはじめとする中国海商たちは、たんに経済的活動によって日本と中国をつないだ
だけでなく、仏教という宗教的・思想的な側面においても日中のかけはしとして重要な役割を演
じたのである[川添1987・1988・2003 : pp.59-108・2008 : pp.60-77、 山内2003 : pp.237・244、伊藤2008、
榎本2010b : pp.109-191、手島2010J。
ところが、13世紀半ば以降、文献史料から「唐坊」関連の記録がみられなくなり、博多の「綱
首」に関しても1250年代の記録を最後に事例がみえなくなる[林1994J。このような「唐坊J r綱
首」史料の消滅がおこる理由として、13世紀後半の2度のモンゴルの襲来により、「唐坊」が衰
退・解体したのではないかと推測する説もあるが[林1998 : p.588、安野2011 : pp.76・78、村井2010 : 
pp.76-77J、現在の史料状況からは不明とするしかない。しかし、宋から元への王朝交代ののち、
いわゆる 「日元貿易」の時代においても依然として、博多が日本国内最大の対中国貿易の拠点、で
あったことは、文献史料・考古資料の双方からみでほぼ確実である[榎本2007a • 2008aJ。この
「唐坊J r綱首」関連記録の消滅という問題は、のちの日明貿易期に活躍する 「博多商人」との系
譜関係も含めて、さらに検討が進められねばならない。
おわりに
以上、本稿では、9世紀から12世紀ごろにかけて日本列島と大陸の聞の海域を往来した、「帰
化」新羅人、新羅「海賊」、新羅・唐・宋海商たちの動きを追いながら、当該時期における日本
とアジアとの関係をかいまみてきた。最後に、これまで論じてきたことをまとめつつ、日本に残
されている文献・考古データの価値について述べてみたい。
9世紀の当該海域において、まず注目すべき動きを展開したのは、新羅の人びとであった。彼
らは「帰化J • r海賊」・「海商」などのかたちで日本と関わりをもった。そして、それにやや遅れ
て史料上に姿をあらわすのが、おもに「、海商」というかたちで日本と関わる中国の人びとである。
アジアの海域史をみわたすとき(山、10世紀後半から13世紀後半の宋代に海上貿易がおおきく発
展するが、その時代における国際的な交易・交流の基本構造がかたちづくられる契機はまさに、
9世紀における唐海商の海域への進出にあると考えられるO とすれば、この9世紀という時代は、
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その後のアジアの海域史にとってきわめて重要な意義をもっているといえるであろうO そしてま
た、この唐海商の海域進出という問題も含めて、その世紀が、一般に認識されている「東アジア」
(黄海・東シナ海などを介してつながる日本・朝鮮・中国)という地域の歴史において、従来重
視されている10世紀初頭の唐の滅亡による画期などよりもはるかに重要な画期である可能性も高
い[山内晋次2011a・2011bJ。
このように、 9世紀における中国の人びとの海域への進出は、アジア史における重要な画期と
なるできごとであると考えられる(問。 そして、この時期の中国商人たちの海外貿易の幹線は、の
ちの宋代の状況などを勘案しても、やはり対東南アジア貿易であったと推定されるO ところが、
9世紀において中国商人たちが対東南アジア貿易に積極的に進出していったことを物語る記録は、
中国史料・東南アジア現地史料ともにほとんどみあたらない[榎本2008b : p.l8、 深見2008 : p.32J。
とすれば、 9世紀の日本の歴史書・古文書などのなかに残されている数々の唐海商関連史料は、
そのような史料の欠落を補うものであり、日本史だけでなく、アジア史あるいは世界史を考える
うえでもきわめて重要な史料群であるといえるO
宋代には中国海商たちの海上貿易がいっそう拡大・発展し、アジアの各地に中国人居留地が形
成されていくO このような国際的な動向はもちろん日本にも及んできた。 博多の「唐坊」はまさ
に、その世界史的な 1事例なのであるO この点で、博多の「唐坊」に関する文献史学・考古学双
方のデータは、十分に世界史的な価値をもっといえようO
しかし、博多の中国人居留区に関するデータの重要性は、たんにこの点にとどまるものではな
い。 というのは、10'""'13世紀ごろのアジアにおいて成立した中国人居留地については、そのほぼ
すべてが中国の漢籍史料のなかに記録を残すだけであり、居留地があった現地側の史料は皆無と
いってよいであろうO このようなデータの残存状況のなかにあって、豊富とはいえないまでも、
中国側と居留地現地の日本側との双方に記録が残されている博多は、きわめて特異かっ貴重な事
例である。 そして、博多の場合はとくに、大量の考古学データが蓄積されているという点が貴重
であろうO 同時期のアジア各地の中国人居留地に関して、博多のような考古学データが集積され
ている事例は、管見の限りみあたらなし1。 このようなデータの残存状況にあって、日本の博多の
事例は、アジア各地の外国人居留地の研究を進めていくうえで、きわめて貴重な参照・比較デー
タを提供するものであり、このような点にこそまさに、博多のデータ群の重要性があるといえよ
つO
私たち日本史研究者は、このような世界史的に貴重なデータを握っているということを自覚し、
つねに世界史とのつながり意識しつつ研究を進めていく必要があろうO
註
( 1 )フォン・ヴェアシュア2011 : p.330のグラフAからも、数量的な拡大の大勢をうかがうことができる。
( 2 )本稿では、史料上にみえる用例を優先し、「渡来」とはせず「帰化」を使用する。
( 3 )なお、管見の限り、9世紀には日本から新羅への「帰化」は確認できないが、10世紀末--11世紀初頭におい
ては日本から高麗への「帰化」の事例がみえる[f高麗史』巻3・穆宗2 (999)年10月条、巻4・顕宗3
(1012)年8月条]。 このような9世紀とは逆のヒトの流れがみえる理由を、 たんに史料の残存状況の違いに
(120) 9 -12世紀の日本とアジアー海域を往来するヒトの視点から一(山内)
解消することなく、9世紀と10世紀以降との段階差の問題として考察を進める必要があろう。
(4)在唐新羅人については、堀1998a・1998b、田中俊明2003、金2009など参照。
( 5 )近藤2010では、おおくの新羅人の海外移住の背景として、たんなる疲弊という以上に、朝鮮半島西南海岸地
域における生産力の高まりと、それにともなう人口の増加があり、それが海上勢力のネットワークと連動し
ていたという状況を推測している。 今後さらに検討を要する興味ぶかい論点であろう。
( 6 )たとえば、屋久杉に含まれる炭素同位体から推計した気温変動の推移では、9世紀において逆に平均気温が
上昇しているという結果がみえる<図5 >。
( 7 )  9世紀の貿易状況とそれに対する日本朝廷の政策の推移については、渡謹2003参照。
( 8 )日宋貿易史を考えていくうえできわめて重要なこの枠組については、はやく森1948 : p.236で明確に示されて
いる。
( 9 )それぞれの特徴が意味するところについては、大庭1999・2001、佐伯2010参照。
(10)ただし、近年、平安期において博多以外の九州各地に 「唐坊」 が成立していたとする説が主張されている
[服部2005・2008、柳原2010J。 この説に関しては、「トウボウ」 という地名を最大の根拠としている点や、
近隣の遺跡から出土する中国陶磁片などの考古学的なデータを過大評価しているようにみえる点など、いく
つかの間題点があるように思われる。 この問題に関しては後日、別稿で考えてみたい。
(11)この問題に関して最 近、山崎2011がたいへん興味ぷかい新史料を紹介している。
(12)アジアの海域史に関する研究動向については、桃木他編2008参照。
(13)このような理解に対しては、8世紀半ばに唐僧鑑真が中国で船を雇い来日を試みていることから、すでにそ
のころから中国海商の日本への来航があったのではないか、という反論が出されるかもしれなし、。 しかし、
そのような中国船による鑑真の渡日計画は、何度も海上での遭難や漂流をくりかえし、結局すべて失敗に終
わっている。 このことは、8世紀においてはいまだ、中国商人たちが本格的な外洋航行に不慣れであったこ
とを物語っているのではなかろうか。 この推測が正しいとすれば、やはり8世紀と9世紀との聞にはおおき
な段階差があるということになろう。
[参考文献]
安野異幸2011 I博多「唐坊」と蒙古襲来J W世界史の中の長崎開港交易と世界宗教から日本史を見直す』言視舎
石井正敏2011 I寛平六年の遣唐使計画について」 中央大学人文科学研究所編『中央大学人文科学研究所研究叢
書52情報の歴史学』 中央大学出版部
石上英一1984 I古代国家と対外関係」歴史学研究会・日本史研究会編『講座日本歴史 2 古代 2�東京大学
出版会
伊藤幸司 2008 I博多の寺社」大庭康時・佐伯弘次・菅波正人・田上勇一郎編『中世都市・博多を掘る』 海鳥社
榎本 渉2002 I日本史研究における南宋・元代J W史滴�24 
一一一一 2005 IW栄西入唐縁起』からみた博多」五味文彦編『中世都市研究11 交流・物流・越境』新人物往来社
一一一一- 2006 I宋代市舶司貿易にたずさわる人々」歴史学研究会編『シリーズ港町の世界史3港町に生きる』
青木書庖
一一一一 2007a W東アジア海域と日中交流一九~一四世紀一』吉川弘文館
ー一一一一 2007b I新羅海商と唐海商」 佐藤信・藤田覚編『前近代の日本列島と朝鮮半島』 山川出版社
一一一一 2008a I日宋・目元貿易」大庭康時・佐伯弘次・菅波正人・田上勇一郎編『中世都市・博多を掘る』
海鳥社
一一一一一 2008b I中国人の海上進出と海上帝国としての中国」桃木至朗他編「海域アジア史研究入門』岩波書庖
一一一一 2009 I解説 日宋貿易」 新編森克己著作集編集委員会編『新編森克己著作集 2続日宋貿易の研究』
勉誠出版
専修大学東アジア世界史研究センタ一年報 第6号2012年3月< 121 > 
一一一一 2010a I日宋 交流史研究」遠藤隆俊他編『日本宋 史研究の現状と課題-1980年代以降を中心に一』
汲古書院
一一一一 2010b �講談社選書メチエ469 選書中世史4僧侶と海商たちの東シナ海』 講談社
一一一一 2010c I東シナ海の宋海商」荒野泰典・石井正敏・村井章介編『日本の対外関係 3 通交・通商圏の拡大』
吉川弘文館
Enomoto Wataru. 2003. “Updates on Song History Studies in ]apan: The History of ]apan-Song 
Relations，" Journα1 of Song-Yuαn Studies 33. 
大場和彦・鈴木義則・黒瀬義孝・丸山篤志・中 本恭子2004 I九州、|・沖縄地域における気象災害に関する農業気象
学的研究一特に奈良時代から明治45年までの期間について一J �九州沖縄農業研究センター研究資料� 90 
大庭藤時 1999 I集散地遺跡としての博多J �日本史研究� 448 
一一一一 2001 I博多綱首の時代一考古資料から見た住蕃貿易と博多J �歴史学研究� 756 
一一一一一 2005 I鴻脂館」上原真人他編『列島の古代史:ひと・もの・ こと4人と物の移動』岩波書庖
一一一一一
2006 I博多の都市空間と中 国人の居住」歴史学研究会編『シリーズ港町の世界史2 港町のトポグラ
フィ』青木書庖
一一一一 2009a I解説大宰府鴻脂館・博多」新編森克己著作集編集委員会編『新編森克己著作集2続日宋 貿
易の研究』勉誠出版
一一一一 2009b �シリーズ遺跡を学ぶ61 日本中世最大の貿易都市 博多』 新泉社
一一一一 2011 I国際都市博多」川岡勉・古賀信幸編『日本中世の西国社会 3 西国の文化と外交』清文堂出版
大庭康時・佐伯弘次・菅波正人・田上勇一郎(編) 2008 �中世都市・博多を掘る』海鳥社
川添昭二1987 I鎌倉中 期の対外関係と博多一承天寺の開創と博多綱首謝国明ーJ �九州史学� 88・89・90合併
一一一一 1988 I鎌倉初期の対外関係と博多」箭内健次編『鎖国日本と国際交流 上』吉川弘文館
一一一一一 2008 �中世・近世博多史論』海鳥社
川添昭二(編) 1988 �よみが える中世1 東アジアの国際都市 博多』平凡社
北村秀人 1982 I新羅の滅亡と高麗の建国」井上光貞・西嶋定生・甘粕健・武田幸男編『東アジア世界における
日本古代史講座7 東アジアー世界の変貌と日本律令国家』 学生社
金 文経2009 I円仁と在唐新羅人」鈴木靖民編『円仁とその時代』 高志書院
久住猛雄2007 11博多湾貿易」の成立と解体J �考古学研究� 53-4 
古代の博多鹿実行委員会(編) 2007 �鴻脂館跡発掘20周年記念特別展古代の博多 鴻臆館とその時代』 福岡 市
博物館
小林茂・磯望・佐伯弘次・高倉洋彰(編) 1998 �福岡平野の古環境と遺跡立地一環境としての遺跡との共存のた
めに』 九州大学出版会
近藤浩一2010 I金憲昌の乱と9世紀前半の新羅社会一張保皐登場前史-J�京都産業大学論集」人文科学系列42
佐伯有清 1970 I九世紀の日本と朝鮮J �日本古代の政治と社会』吉川弘文館
佐伯弘次 2010 I博多と寧波」 荒野泰典・石井正敏・村井章介編『日本の対外関係4倭冠と「日本国王J�
吉川弘文館
斯波義信 1992 I港市論一寧波港と日中海事史-J 荒野泰典・石井正敏・村井章介編「アジアのなかの日本史E
海上の道』 東京大学出版会
一一一一 1995 �岩波新書新赤版382華僑』岩波書庖
鈴木秀夫1990 �NHKブックス607 気候の変化が言葉をかえた言語年代学によるアプローチ』日本放送出版協会
田上勇一郎 2006 I発掘調査からみた中世都市博多J �市史研究ふくおか� 1 
竹内 望 2011 Iアイスコアと過去二000年の西 域の気候変動」中尾正 義編『オアシス地域の歴史と環境
-黒河が語るヒトと自然、の2000年』勉誠出版
<122> 9 --12世紀の日本とアジアー海域を往来するヒトの視点からー(山内)
田中俊明 2003 rアジア海域の新羅人一九世事己を中心に一」京都女子大学東洋史研究室編『東アジア海洋域圏の
史的研究』京都女子大学
田中史生2006 r唐人の対日交易一『高野雑筆集』下巻所収「唐人書簡」の分析からJ r<関東学院大学経済研
究所>経済系J229 
一一一一 2007 r江南の新羅人交易者と日本」佐藤信・藤田覚編『前近代の日本列島と朝鮮半島』山川出版社
国家 康2010 r気候文明史一世界を変えた8万年の興亡』日本経済新聞出版社
鄭 淳一 2010 r新羅海賊事件からみた交流と共存一大宰府管内居住の新羅人の動向を手がかりとして一」
『立命館大学コリア研究センタ一次世代研究者フォーラム論文集J3 
手島崇裕2010 r平安時代の対外関係史と仏教一入唐僧・入宋僧研究から見た現状と課題-J r中国一社会と文
化-J25 
ノて一トン， ブノレース 2001 rNHKブックス922 国境の誕生大宰府から見た日本の原形』日本放送出版協会
Batten. Bruce L. 2006. GateωαyωJapan: Hakata in War and Peαce，500・1300. University of Hawaii Press. 
服部英雄2005 r日宋貿易の実態一「諸国」来着の異客たちと、 チャイナタウン「唐房J -J r東アジアと日本
一交流と変容-J2 
一一一一 2008 r宗像大宮司と日宋貿易」九州史学研究会編『境界からみた内と外』岩田書院
漬田耕策2002 r王権と海上勢力一特に張保皐の清海鎮と海賊に関連して一Jr新羅国史の研究一東アジア史の
視点からー』吉川弘文館
林 文理1994 rr博多綱首」関係史料J r福岡市博物館研究紀要J4 
一一一一一 1998 r博多綱首の歴史的位置一博多における権門貿易-J大阪大学文学部日本史研究室編『古代中世
の社会と国家」清文堂出版
フォン・ ヴェアシュア， シャルロ ッテ2011 rモノが語る日本対外交易史七一一六世紀』藤原書庖
深見純生2008 r宋元代の海域東南アジア」桃木至朗他編『海域アジア史研究入門J岩波書庖
堀 敏一1998a r在唐新羅人の活動と日唐交通Jr東アジアのなかの古代日本』研文出版
一一一一 1998b r唐代新羅入居留地と日本僧円仁入唐の由来Jr古代文化J50・9
満 志敏 2009 r中国歴史時期気候変化研究』山東教育出版社
村井章介 2010 r蒙古襲来と異文化接触」荒野泰典・石井正敏・村井章介編『日本の対外関係4倭冠と「日本国
王JJ吉川弘文館
桃木至朗・山内晋次・藤田加代子・蓮田隆志(編) 2008 r海域アジア史研究入門』岩波書庖
森 克己 1948 r日宋貿易の研究』国立書院
柳原敏昭2010 r唐坊と唐人町」荒野泰典・石井正敏・村井章介編『日本の対外関係4倭冠と「日本国王JJ
吉川弘文館
山内晋次 2003 r奈良平安期の日本とアジア』吉川弘文館
一一一一 2008a r日本列島と海域世界」桃木至朗他編『海域アジア史研究入門』岩波書庖
一一一一一 2008b r解説森克己の研究の意義と問題点」新編森克己著作集編集委員会編『新編森克己著作集l
新訂日宋貿易の研究』勉誠出版
一一一一一 2010 rr香要抄』の宋海商史料をめぐってJrアジア遊学J132 
一一一一一 2011a r九世紀東部ユーラシア世界の変貌一日本遣唐使関係史料を中心に一」古代学協会編『仁明朝
史の研究一承和転換期とその周辺』思文閣出版
一一一一一 2011b rr東アジア史」再考一日本古代史研究の立場から-J r歴史評論J733 
Yamauchi Shinji 2010. “A Chinese settlement in Japan from the 11th to the 13th centuries: an 
introduction to寸obo' in Hakata." Fujita Kayoko & Mukai Masaki Ceds.). Empires. Systems. 
and Maritime Netωorks: reconstructing supra-regional histories in pre・19th century Asi，αCAsian 
専修大学東アジア世界史研究センタ一年報 第6号2012年3月< 123 > 
empires αηdmαritime cont，αcts before the Age of Commerce， working pαρer series 01)， Osaka 
University. 
山崎覚士2010 I九世紀における東アジア海域と海商-徐公直と徐公祐一J�中国五代国家論』思文閣出版
一一一一
2011 I海商とその妻一十一世紀中国の沿海地域と東アジア海域交易一J �榔教大学歴史学部論集J 1 
吉野正敏 2006 �歴史に気候を読む』学生社
一一一一ー 2011 �古代日本の気候と人びと』学生社
李 成市1997 � AOKI LIBRARY日本の歴史 東アジアの王権と交易正倉院の宝物が来たもうひとつの道』
青木書庖
渡濯 誠 2003 I承和・貞観期の貿易政策と大宰府J�ヒストリアJ 184 
一一一一 2006 I大宰府の「唐坊」と地名の「トウボウJJ�史学研究J 251 
一一一一
2009a I解説新羅・湖海・高麗」新編森克己著作集編集委員会編『新編森克己著作集2続日宋貿易の
研究』勉誠出版
一一一一
2009b I年紀制と中国海商一平安時代貿易管理制度再考-J�歴史学研究J 856 
一一一一
2009c I年紀制の消長と唐人来着定一平安時代貿易管理制度再考一J�ヒストリアJ 217 
一一一一一 2010a I十二世紀の日宋貿易と山門・八幡・院御厩」入間田宣夫編『兵たちの時代E兵たちの生活文化』
高志書院
一一一一 2010b I鴻脂館の盛衰」荒野泰典・石井正敏・村井章介編『日本の対外関係3 通交・通商圏の拡大』
吉川弘文館
和田久徳1959 I東南アジアにおける初期華僑社会(960・1279)J�東洋学報J 42-1 
一一一一 1961 I東南アジアにおける華僑社会の成立」筑摩書房編集部編『世界の歴史13南アジア世界の展開』
筑摩書房
一一一一
1982 I東南アジアにおける元朝商船の活躍と中国人社会の展開」稲・舟・祭刊行世話人編『稲・舟・
祭一松本信贋先生追悼論文集-J六興出版
〈付記〉
参考文献にあげている渡遺誠2003・2006・2009b・2009c・2010a • 2010b については、2012年2月末に恩文閣
出版より刊行予定の同氏の著書『平安時代貿易管理制度史の研究』に、 加筆のうえ収載されているとのことで
ある。 渡遺氏の最新の見解については、 そちらを参照されたい。(2012年2月16日再校に際して)
024> 9 -12世紀の日本とアジアー海域を往来するヒトの視点から一(山内)
六･
#
:t
蛾
800 850 900 1000　　　1200　　　1400　　　1600　　　1800　　　2000
<図1 > lPCC (気候変動に関する政府間パネル, http://www.ipcc.ch/)第4次評価報告書.
fig.6-10 (http://www.ipcc.ch/graphics/ar4-wgl/jpg/fig-6-10.jpg)に書込み
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<図2>　満2009: p.175のグラフに書込み
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<図5>　田家2010:p.177のグラフに書込み
<図6 >鴻臆館跡と博多遺跡群の位置(電子国土ポータルを利用して作成)
専修大学東アジア世界史研究センター年報　第6号　2012年3月(127)
??????????????
??????
